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どみられず、良くも悪 くも新 しい時代を感 じさ






プライベー トなことであった。 しか し現代にお
いて子育ては国を挙げて真剣に取 り組まねばな






伝統的な価値観 と、「子 どものために、家庭 に
閉じこもれば、女性的人間的成長は止まる」と
いう新 しい価値観がともに存在する、混迷の状







現代女性が個性 を確立するという生 き方 と本
能は逆方向であるような気が筆者にはしている。














































































































































身近の他子 と比較 して判断 しているようであ
る。発達障害について相当高度なレベルの知識
を持っているひとも少なくない。 しか し、その
ことが必ずしも子育てによい影響をもたらす と
は限らない。子育て支援担当者の理解 も心 もと
ない現実もある。特別支援教育を充実させ よう
という方向性が打ち出されている現在、不必要
な不安を取 り除き、有効な支援につながる理解
を親にも支援担当者にも浸透 させる努力が求め
られているだろう。
(3)母 親であることをめぐるメンタルヘルス
母にな りたがらない女性たちについてはすで
にさまざまな分析がなされているが、虐待、子
育て拒否のケースは増加する一方である。孤立
感からうつ、神経症を発症するケースや働 きた
い欲求を抑圧 している被害感をつのらせ、夫婦
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関係 を悪化させているケースなども多 くなって
いる。母が 「母であることに幸せ」な実感をも
てない状態はこどもにとっては不幸なことであ
る。こどもにとって必要だから○○しなければ
ならないという要求は辛いだけで、子どもの存
在が自分の幸せをうばっているものに思われて
くる。子育てのエネルギーは、母であることを
喜べるところから湧 き出てくる。母にとって子
どもの存在が必要であるとの感覚を育てること
もわれわれ臨床心理士の重要な使命であると筆
者は考えている。
(4)親 の神経症
親自身の抱える人生の課題、神経症に対する
セラピューティックな対応の機会を子育て支援
の範躊に くわえることが必要であるケースがあ
り、機関との連携の必要性を論 じなければなら
ない。筆者の体験では、ある幼稚園で多重人格
症状を持つ母への対応に四苦八苦 したケース、
医師にかか り、筆者のカウンセリングをうけて
いるが、夫とのけんかで不安になって女性セン
ターへ電話をかけたところDVと 判断した相談
員に勧められて即母子寮へ入所 したケース、離
婚訴訟で親権 を争っているケースなど、教育機
関、精神科医、地域 との緊密な連携をしなけれ
ば全体の情報がな く、一部の情報だけで判断し
ているととんでもない方向へ行ってしまう危険
性がある。
(5)離 婚、夫の子育て不参加、
離婚直後、単親家庭の問題、父の子育てのあ
り方についての議論も今後の課題である。正高
教授の指摘は重要である。すなわち、日本の場
合、いまのままだと、第二の母を生んでい くの
ではないかという意味で 「マザーファーザー」
という概念を出しておられるのである。教育だ
けでなく、日本文化全体に欠けるもの として
「父性」が指摘されている。
単親家庭が増加するなかで、子育て支援は大
きな課題である。
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2支 援システムの構築
子育て支援はソフト面だけではなく、ハー ド
面も重要である。すなわち、臨床心理士が独自
に実施できる親支援のシステムを構築すること
である。多 くの研究者が模索をするなかで、行
政レベルでの支援のひとつ として、カナダのプ
ログラムが日本で実施され始め注 目されてい
る。定着し、効果をもたらすことが期待されて
いる。その他 にもNPOに よる地域支援、市町
村によって設定された子育て広場の拡大、 リタ
イアーされた先生経験者が個人的に立ち上げた
ボランティアグループなどがすでに活動 してい
る。今後その知恵を寄せ集めて理論構築へ と進
んでいきたい。
3保 育者、支援担当者のスーパーヴァイズ
臨床心理士に強 く要望 されているものであ
り、毎年全国研修会でそのノウハウを蓄積 して
いるところである。保育カウンセラーの設立を
も視野に入れてかんがえるべ きである。
4行 政との連携
子育て支援ワーキンググループのたちあげに
より、さまざまな活動と方向性が見えてきてい
る。経験をつみ、知恵を集積する中で、確かな
歩みをしていかねばならない。
以上、親支援に関する試論を述べた。課題が
羅列されたに過ぎない感もあるが、要請されて
いる親支援の今後の方向性を確認することがで
きた。地道な活動 と研修の蓄積が今後 に求めら
れる課題である。
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